
  

【作
者
】
福
沢
諭
吉
（一
八
三
五
～
一
九
〇
一
年
）
（天
保
五
年
～ 

明
治
三
十
四
年
）。
明
治
時
代
の
思
想
家
、
教
育
家
。
中
津
藩
の
下
級
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
。
大
阪
で

緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
蘭
学
を
学
び
、
猛
烈
な
勉
強
で
二
十
二
歳
の
時
、

年
少
で
塾
頭
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
国
際
的
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ

語
で
は
な
く
英
語
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
英
語
の
学
習
に
切
り
替
え
た
。
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
年
）
の
咸
臨
丸
の
米
国
へ
の
渡
航
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
の

文
久
遣
欧
使
節
の
派
遣
に
同
行
し
、
欧
米
の
社
会
や
政
治
、
文
化
を
学
び
、
帰
国
後
は
『西
洋
事
情
』な
ど
の
著
書
を
通
じ
て
欧
米
の
進
ん
だ
社
会
制
度
や
機
械
文

明
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
で
翻
訳
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
た
。
王
政
復
古
後
は
新
政
府
か
ら
再
三
出
仕
を
求
め
ら
れ
た
が
応
じ
ず
、
士
族
も
や
め
て
平

民
と
な
っ
た
。
一
八
六
八
年
（
慶
應
四
年
）
、
慶
應
義
塾
を
ひ
ら
き
、
教
育
活
動
を
本
格
的
に
進
め
た
。
ま
た
、
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
や
『
文
明
論
之
概
略
』
な
ど
の
著

作
を
通
じ
て
国
民
を
ひ
ろ
く
啓
蒙
し
た
。 

【語
釈
】＊
社
友…

慶
應
義
塾
の
門
下
生
た
ち
。
慶
應
義
塾
で
は
学
生
・教
職
員
・卒
業
生
を
総
称
し
て
社
友
、  

＊
当
年…

当
時
。 

【
通
釈
】
友
た
ち
と
の
集
ま
り
で
、
月
日
は
矢
の
ご
と
く
に
過
ぎ
去
っ
て
あ
れ
か
ら
十
余
年
、
今
と
な
っ
て
は
誰
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
当
時
の
辛
い
状
況
を
今
夜
、
こ
の
部
屋

に
集
ま
っ
た
友
は
み
な
あ
の
頃
、
弾
丸
飛
び
交
い
、
砲
煙
上
が
る
中
で
勉
学
に
励
ん
だ
仲
間
な
の
だ 

【
備
考
】
困
難
な
状
況
の
中
で
も
決
し
て
勉
学
を
怠
ら
な
か
っ
た
か
つ
て
の
教
え
子
た
ち
と
、
当
時
を
懐
か
し
む
詩
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
の
は
単
な
る
懐
古
の
感

情
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
近
代
化
に
邁
進
す
る
当
時
の
日
本
の

前
線
で
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
は
ず
で
す
。
自

分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
間
違
い
な
く
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
強
い
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
詩
で
す
。 


